
【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
】 

礼
拝
式
へ
の
分
散
出
席
、
来
会
時
の
手
指

消
毒
な
ど
の
ご
協
力
を
感
謝
し
ま
す
。 

 

■
礼
拝
式
に
出
席
さ
れ
る
方
は
事
前
の
お
申

し
込
み
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

・
申
込
期
限 
毎
週
、
金
曜
日 

 

・
方
法 

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル 

電
話
受
付
は
朝

10

時
～
夕
５
時 

  

■
礼
拝
式
出
席
の
注
意
事
項 

 

・
手
指
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
、
検
温
の
実
施
。 

 

・
指
定
場
所
に
着
席
し
間
隔
を
確
保
。 

 

長
い
す
１
台
に
つ
い
て
原
則
ひ
と
り
。 

但
し
、
介
助
が
必
要
な
場
合
は
ふ
た
り
で

座
れ
ま
す
。 

 

・
賛
美
、
交
読
、
信
仰
告
白
な
ど
の
発
声
は 

大
き
な
声
を
出
さ
な
い
。 

 

・
備
品
の
聖
書
・
聖
歌
は
使
用
し
な
い
。 

 

出
席
カ
ー
ド
は
出
さ
な
い
。 

 

・
握
手
、
ハ
グ
等
の
接
触
は
禁
止
。 

 

・
人
と
の
距
離
を
保
ち
会
話
は
短
く
。 

 

■
荻
野
久
仁
子
伝
道
師 

召
天
１
年 

（
２
０
１
９
年

10

月
５
日
召
天
） 

 

本
来
な
ら
ば
、
教
会
と
し
て
も
１
年
の
記

念
会
や
記
念
集
会
を
行
う
節
目
で
は
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
皆
様
に
お
集

ま
り
い
た
だ
く
こ
と
の
難
し
さ
を
覚
え
て
お

り
ま
す
。 

今
般
、
荻
野
家
よ
り
久
仁
子
師
の
記
念
と

し
て
教
会
員
の
皆
様
へ
小
冊
子
を
お
届
け
し

た
い
と
、
お
預
か
り
い
た
し
ま
し
た
。
久
仁
子

師
が
オ
リ
ー
ブ
だ
よ
り
に
巻
頭
言
と
し
て
書

い
た
も
の
が
２
編
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

在
り
し
日
の
久
仁
子
先
生
を
偲
び
、
ま
た

主
の
愛
と
慰
め
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。 

荻
野
先
生
は
じ
め
ご
家
族
に
主
の
慰
め
と

助
け
が
与
え
ら
れ
ま
す
よ
う
続
け
て
お
祈
り

く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 

石
田
敏
則 

  

・
本
日
の
礼
拝
飾
花 

荻
野
久
仁
子
伝
道
師
の
召
天
を
記
念
し
て

荻
野
家
よ
り
さ
さ
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

【
報
告 

消
息
】 

・
石
田
牧
師
は
３
日
に

65

歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ま
し
た
。
教
会
か
ら
お

花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
。 

 

今
週
は
、
５
日
～
６
日
（
火
） 

 

Ｏ
Ｍ
Ｆ
日
本
委
員
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
）
、
９
日
聖
鳩
幼
稚
園
理
事
会

（
茅
ヶ
崎
出
向
）
に
出
席
し
ま
す
。

働
き
の
た
め
に
お
祈
り
く
だ
さ
い
。 

 

・
ミ
ル
ト
ス
会
会
長 

変
更 

期
の
途
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、 

こ
の
度
ミ
ル
ト
ス
会
会
長
は
佐
々
木

弘
行
兄
の
退
任
に
よ
り
豊
田
章
一
兄

に
変
更
い
た
し
ま
し
た
。
他
の
幹
事

の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ミ
ル
ト
ス

会
の
た
め
に
も
お
祈
り
く
だ
さ
い
。 

 

【
外
部
集
会
の
ご
案
内
】 

聖
化
大
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
） 

 

日
程 

10

月

20

日
（
火
） 

聖
会
１ 

午
後
２
時
～
３
時
半 

聖
会
Ⅱ 

午
後
６
時
半
～
８
時 

講
師 

工
藤
弘
雄
師 

（
日
本
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
教
団
） 

視
聴
方
法 

Y
o
u
 T

u
b
e

に
て 

※
蒲
田
シ
オ
ン
は
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

の
た
め
礼
拝
堂
で
見
ら
れ
ま
す
。 



10

月
４
日 

聖
日
礼
拝 

順
序 

 
 

第
一
礼
拝 

9

時 

荻
野
牧
師 

荻
野
し
兄 

 
 

第
二
礼
拝 

11

時 

武
山
兄 

 

美
名
子
姉 

 
 

 
 

 
前 

 

奏 

 
 

招 
 

詞 

イ
ザ
ヤ
書

43

章
１
節 

「
恐
れ
る
な
。
わ
た
し
が
あ
な
た
を
贖
っ

た
か
ら
だ
。
わ
た
し
は
あ
な
た
の
名
を

呼
ん
だ
。
あ
な
た
は
、
わ
た
し
の
も
の
。｣ 

ア
ー
メ
ン  

会
衆
賛
美 

６
３
０ 

 
 

会
衆
賛
美 

御
手
の
中
で 

主
の
祈
り 

交 
 

読 

詩
篇
１
０
３
篇
１
～

14

節 

礼
拝
祈
祷 

 
 

使
徒
信
条 

聖
書
朗
読 

列
王
記
第
一 

３
章
１
～

15

節 

説 
 

教 

あ
な
た
は
何
が
ほ
し
い
？ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

石
田
敏
則
牧
師 

会
衆
賛
美 

聖
歌
６
４
３ 

献 
 

金 

 
 

頌 
 

栄 

聖
歌
３
７
６ 

 
 

祝 
 

祷 

 
 

 

報
告 

感
謝
祈
祷 

 

奏
楽 

■
共
に
祈
り
ま
し
ょ
う 

・
先
行
き
が
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
、
社
会
を
導
く
政
治
家
、
行
政
が
適
切
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
。 

 

・
例
年
と
は
異
な
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
あ

る
子
ど
も
た
ち
の
心
と
体
が
守
ら
れ
る
よ

う
に
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
を
指
導
す
る
学

校
・
幼
稚
園
の
教
師
、
保
育
士
の
た
め
に
。 

 

・
医
療
機
関
が
守
ら
れ
る
よ
う
に
。
医
療
従

事
者
が
支
え
ら
れ
る
よ
う
に
。 

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
罹
患
し
て

い
る
方
の
回
復
の
た
め
に
も
。 

 

・
経
済
的
困
窮
に
あ
る
方
、
新
し
い
生
活
に

戸
惑
っ
て
い
る
方
が
支
え
ら
れ
る
よ
う
に
。

社
会
的
弱
者
が
支
え
ら
れ
る
支
援
体
制
が

社
会
で
充
実
す
る
よ
う
に
。 

 

・
シ
オ
ン
教
会
メ
ン
バ
ー
と
家
族
、
関
わ
る

方
々
の
心
と
体
が
守
ら
れ
る
よ
う
に
。 

ま
た
、
生
活
費
な
ど
経
済
的
に
も
支
え
ら
れ

る
よ
う
に
。 

・
日
本
・
世
界
の
教
会
の
た
め
に
。 

早
く
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
、
大
胆
に
福

音
を
宣
べ
伝
え
、
多
く
の
人
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
。 

 

・
キ
リ
ス
ト
教
キ
ャ
ン
プ
施
設
の
た
め

に
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

収
入
が
大
き
く
減
少
し
運
営
に
甚
大
な

被
害
が
出
て
い
ま
す
。 

 

・
東
日
本
大
震
災
な
ど
こ
れ
ま
で
の
災

害
で
被
災
し
た
地
域
、
人
々
の
暮
ら
し

と
心
の
回
復
・
復
興
の
た
め
に
。 

 

・
水
害
に
よ
る
被
災
地
の
教
会
と
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
の
た
め
に
。
苦
し
み
を
共
に

す
る
中
で
主
に
あ
る
希
望
が
示
さ
れ
る

よ
う
に
。
ま
た
、
必
要
な
助
け
が
主
か

ら
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
。 

 

・
高
齢
者
、
病
床
の
方
、
介
護
し
て
い

る
方
々
の
た
め
に
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
介
護
に
も
支
障
が
出
て

い
ま
す
。
支
え
ら
れ
る
よ
う
に
。 


